


　
「
札
幌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の

出
品
が
転
機
だ
っ
た
」
と
佐
久

間
さ
ん
は
話
す
。
専
門
学
校
卒

業
後
、
進
路
が
見
え
ず
フ
リ
ー

タ
ー
に
。
漠
然
と
「
デ
ザ
イ
ン

を
仕
事
に
し
た
い
」
と
考
え
て

い
た
。
そ
ん
な
中
、
道
内
最
大

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
札

幌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
見
て
「
あ

の
場
で
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
を
披

露
し
た
い
」
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
る
。
そ
の
後
は
デ
ザ
イ
ン

に
没
頭
し
、
翌
年
念
願
の
出
品

を
果
た
す
。「
手
応
え
は
あ
っ
た
」
。

結
果
は
会
心
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

努
力
が
実
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
 

　
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
秘
訣
は
、

「
型
に
は
ま
ら
ず
、
今
、
好
き

な
も
の
を
落
と
し
込
む
こ
と
」
。

未
来
的
な
も
の
が
好
き
な
時
は

光
沢
の
あ
る
生
地
、
手
の
込
ん

だ
も
の
が
好
き
な
時
は
刺
し
ゅ

う
を
使
う
、
と
い
う
具
合
だ
。
 

　
東
京
を
中
心
に
動
く
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
。
佐
久
間
さ
ん
は
、

道
外
に
目
を
向
け
る
若
者
へ
「
札

幌
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
発
信
す
る

こ
と
も
十
分
に
で
き
る
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
そ
の
言
葉

に
は
、
ア
イ
デ
ア
の
力
を
信
じ

て
道
を
切
り
開
い
た
、
佐
久
間

さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
 

札幌コレクションホームページ　www . s a p p o r o - c o l l e c t i o n . j p

佐久間さんがデザインした洋服。7,000人を超える来場者の目をくぎ付けにした 

佐久間 洋介さん 
く ま さ よう すけ 

市も開催を支援している札
幌コレクション2010に出品。
その中で行われた、洋服のデ
ザインの将来性を競う「ブラ
ンドオーディション」でグラン
プリを獲得した。現在は、企
業の制服などのデザインの
ほか、ファッション情報誌の
編集などに携わる。24歳。 

佐久間さんが生み出したもの
 

（左）「男性向けは、つい自分が着たいものを
作ってしまうため、あえて女性向けの服のみ
デザインしている」と佐久間さん。 
（中）佐久間さんのデザイン画。1日1枚は必
ず描くのだとか。 
（右）佐久間さんが編集に携わる情報誌「Ｓ
ＣＲＩＰＴ（スクリプト）」。市内の百貨店などで
無料配布している。 

テーマは「気だるい女の子」。肩の
周りなどに細身で女性的なライン
を出しつつ、腰周りなどを緩めに仕
上げることで、男性向けの服のよう
な“やぼったさ”が出るよう工夫し
ている。 

ひ
 け
つ
 



コアックマホームページ　ko a k k um a . j p

ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporoで子どもと抱き合うコアックマ 

（左）ホームページを確認する須川さん。ブロ
グやツイッターなど、インターネットはコアック
マの情報発信には欠かせない。 
（中）駅前通地下歩行空間北2条広場では「フ
リーハグキャラバン」の画像や映像が見られる。 
（右）縫いぐるみやお菓子など、約30種類のグ
ッズを販売。インターネットなどで購入できる。 

平成20年に誕生した、
熊をモチーフにしたキ
ャラクター。着ぐるみが
道内各地を巡り、住人
らと抱き合う「フリーハ
グキャラバン」で認知
度が高まった。インター
ネット上で、ブログや漫
画なども公開中。 

　
「
『
小
悪
魔
系
』
と
い
う
言

葉
と
北
海
道
の
『
ク
マ
』
を
合

体
し
て
『
コ
ア
ッ
ク
マ
』
」
。

須
川
さ
ん
は
友
人
と
そ
ん
な
冗

談
を
言
い
な
が
ら
何
と
な
く
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
た
。
こ
れ
が
コ

ア
ッ
ク
マ
の
原
型
が
誕
生
し
た

瞬
間
だ
。
思
い
の
外
か
わ
い
く
、

周
囲
に
も
好
評
だ
っ
た
こ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
面
白
い
と
感
じ

た
須
川
さ
ん
。
目
立
ち
た
が
り

な
性
分
も
手
伝
い
、
「
コ
ア
ッ

ク
マ
を
口
コ
ミ
で
有
名
に
す
る
」

と
宣
言
し
、
活
動
を
始
め
た
。
 

　
以
降
は
試
行
錯
誤
の
連
続
。

な
け
な
し
の
お
金
で
着
ぐ
る
み

を
作
る
も
、
何
を
し
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
。
行
く
先
々
で
門

前
払
い
に
遭
う
日
々
。
「
戦
略

も
何
も
な
い
。
面
白
い
と
思
う

こ
と
を
そ
の
都
度
や
っ
て
き
た
」

結
果
、
徐
々
に
コ
ア
ッ
ク
マ
の

認
知
度
は
上
が
っ
て
い
っ
た
。
 

　
赤
平
市
の
老
人
ホ
ー
ム
を
訪

ね
た
時
、
笑
う
こ
と
の
な
か
っ

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
コ
ア
ッ

ク
マ
に
抱
か
れ
涙
を
流
し
て
喜

ん
だ
。
「
北
海
道
か
ら
多
く
の

人
に
笑
顔
を
届
け
た
い
」
。
そ

の
思
い
を
乗
せ
、
コ
ア
ッ
ク
マ

は
今
日
も
ど
こ
か
の
町
で
、
誰

か
を
抱
き
締
め
て
い
る
。
 

須川さんが生み出したもの 須川 雅史さん 
す  がわ 　まさ   し 

株式会社ベガースウィンドル
代表。個人でデザインの仕
事をしていた平成20年にコ
アックマを生み出す。現在は
クリエイターの支援などを行
う施設であるICCに入居。ゆ
るキャラ�さみっと協会北海
道支部長も務める。32歳。 

イン サッポロ  



　
開
発
の
き
っ
か
け
は
、
小
さ
な

子
を
持
つ
母
親
が
大
学
に
送
っ
た

1
通
の
メ
ー
ル
だ
っ
た
。
「
冬
道

で
使
え
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
備
え
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
売
ら
れ

て
い
る
中
、
冬
道
に
対
応
し
た
も

の
は
な
か
っ
た
の
だ
。
 

　
こ
う
し
た
要
望
を
形
に
し
よ
う
。

講
義
で
の
呼
び
掛
け
か
ら
、
日
高

さ
ん
、
田
邉
さ
ん
ら
学
生
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込

ん
だ
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
試
作
す
る
こ

と
に
な
る
。
「
自
分
が
お
母
さ
ん

に
な
っ
た
気
持
ち
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
ま
し
た
」
。
日
高
さ
ん
は
、

段
差
を
楽
に
越
え
ら
れ
る
足
踏
み

装
置
や
赤
ち
ゃ
ん
の
防
寒
フ
ー
ド

を
、
田
邉
さ
ん
は
、
安
定
感
を
高

め
つ
つ
母
親
の
進
路
を
踏
み
固
め

る
3
つ
の
ロ
ー
ラ
ー
を
発
案
。
母

親
と
の
意
見
交
換
会
や
実
験
を
重

ね
、
約
2
カ
月
か
け
て
試
作
品
を

完
成
さ
せ
た
。
 

　
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
学

生
の
ア
イ
デ
ア
に
企
業
も
注
目
し

て
い
る
。
し
か
し
、
経
費
面
か
ら

「
製
品
化
に
結
び
付
く
こ
と
は
本

当
に
稀
」
と
日
高
さ
ん
。
こ
う
し

た
ア
イ
デ
ア
の
種
が
次
々
と
製
品

に
生
か
さ
れ
る
、
そ
ん
な
日
を
夢

見
て
、
学
生
た
ち
の
奮
闘
は
続
く
。
 

札幌市立大学デザイン学部ホームページ　www . s c u . a c . j p / d e s i g n

日高さんと田邉さんが作ったベビーカーの試作品 

（左）実際にベビーカーを使用しているお母さんから意見を聞き、製作に生かした。 
（右）日高さんのベビーカー。足で踏むと前輪が上がる仕組みになっている。 

今回は、アイデアが磨かれ、私たちの心や暮らしを豊かにする力になっていく事例を紹介しました。札幌に住む192万人
の市民の誰もが、こうしたアイデアを生み出す可能性を秘めています。そして、札幌には芸術や音楽に触れられる施設
やイベントなど、人々の感性を刺激する、さまざまな環境が整っています。市は、ここで生まれたアイデアを大切にし、よ
り魅力あふれるまちを目指す「創造都市さっぽろ」の取り組みを進め、創造的な活動を応援していきます。皆さんも人々
が生み出すアイデアに積極的に触れるとともに、そこで得られた発想を普段の生活に生かしてみませんか?

日高さん・田邉さんらが生み出したもの 

札幌市立大学デザイン学部 

日高 麻里さん、田邉 優さん 
ひ  だか     ま    り た　なべ    ゆう 

生活者の視点で、より使いやすく、
魅力的な製品の企画などを学ぶ「製
品デザインコース」に所属する大
学生。講義で雪国ならではのベビ
ーカーについて研究。平成23年6
月には日本デザイン学会に出場した。 

雪道の段差への対応や赤
ちゃんの寒さ対策など、使
う人のことを考えた工夫を
凝らしている。実物大の試
作品を製作した段階で2人
の研究は終了。商品化に
は至っていないが、 
大学での研究は 
継続している。 

ま
れ
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